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ピ レフェルト大学歴史学部のハンス ウノレりヒ・ヴヱ ラ Hans-Ulrich Wehler 
教授は，現在西ドイツにおける比較社会史研究の最も重要な推進者であるが， 3 月 20~
より 4月z日までの 2週間，京都夫字自JムL七十周年記念後援金の招聴により来日した。
京都大学経済学会は， ドイツ現代史研究会，京都 Vイツ文化センタ ，土地制度史学
会近畿部会の協賛を得て，京大楽友会館において2@lにわたって研明集会を開催した。







うして新たなパフアィグマとの関連立，グェ ヲ 教授は，帝国主義を正当化の戦略と. . . 
支配の技術の側面から捉えて，社会帝国主義 Sozialimperialismusの概念を用いつつ，
ドイツ帝国主義の話局面を分析した。

















なお， 30日の研究集会の後で，ヴェ ヲ 教授夫妻をはじめp 西ドイツの比較社会史
研究の新鋭たるヴィングラ Heinrich August Winkler教授夫妻たちを囲んで立食パ
ーティーが間在された。
さいごに，研究集会のおり通訳の労をとられた関西学院大学商学部の早島瑛教授のご
尽力に謝意を表したく思う。
